第359回Zoological Conference
（第929回 生物科学セミナー）
日時：　5月2日（水）　16:30-18:00
演者： 神田　真司
生体情報学研究室・特任助教
演題：　多機能性ペプチドニューロンの神経科学的解析
およびその進化
体内環境、外部環境の変化に対し、生物は中枢のニューロンの形態や活動などを変化させることにより柔軟に順応している。私は、この柔軟な仕組みに興味を持ち、繁殖期に応じて活動を変化させる生殖に関与するペプチドニューロン、主にGnRH神経系、およびキスペプチン神経系について研究を行ってきた。本セミナーでは、形態学的、生理学的なアプローチを含めた神経科学的解析によって明らかになってきた、多様な神経修飾について紹介する。

また、キスペプチンニューロンのステロイド感受性を複数の動物種において解析した結果、遺伝子の喪失時にパラログ遺伝子がその喪失を補償したと考えられる現象が見つかった。この現象から考えられるパラログ遺伝子の隠された機能についても考察する。
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